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元素によって標識する方法を考究し, その結果 3H- または 14C-thymidine溶液の新稽基部における吸収
処理によって花粉核 DNA を 3H または 14Cで標識できること, さらに標識花粉を授粉して得た種子の
各肱の放射能を調べることによって受精肱を識別できることを明らかにし, 受精腔の形状および種子内位
置の解明に成功した｡ また受精腔の人工培養には, 20/.のしょ糖を含むホワイト修正培地に 1pp甲 のカ
イネチンおよび IAA を添加した培地が最適であることを示した｡






供試29系統が 5 群に分類されること, および採種地方によって形質分化の傾向を異にすることを明らかに
した｡
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識別する方法を確立した｡ この方法は花粉核 DNA を 3H または 14Cで標識し, 標識花粉を授粉して得
た種子車の腔それぞれの放射能を調べるものであり, 著者はこの方法を用いて受精膝の形状および種子内
における位置の解明に成功し, さらに受精腔の培養法についても新知見を得ている｡
つぎに著者は, 現在のカソキツ栽培種がいずれも自然の芽条変異によって得られたことに着目し, 夏 ミ
カンを用いて放射線反応を調べ, 芽条変異誘発のための適切な方法を推定するとともに, 早生温州 ミカン
にⅩ線を照射して樹勢の旺盛な突然変異体の作出に成功している｡
最後に著者は, カンキツ類の実用性が台木の優劣により影響される所が大きいことを考慮して, 全国各
地よりカラタチの果実を収集し, 母樹別実生系統を育成して諸形質を調査した｡ その結果精油成分構成の
パターンに頗著な系統問差異があることを見出し, 日本産カラタチには優良な台木の選択または育成上考
慮すべき変異が存在することを示唆している｡
以上のように, 本研究はカソキツ類の育種に関する基礎的問題の解明に重要な新知見を加えたものであ
り, とくに放射性同位元素による受精膝の標識は重要な新技法を開拓したものであって, 果樹の育種なら
びに育種学に貢献するところがきわめて大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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